
<研究名称> 

LTFU 外来の質向上に向けた取り組み - 問診票改定の取り組みとその評価  - 

 

 

<実施責任者及び実施担当者> 

実施責任者 所 属 ７階きた病棟 

職 名 看護係長 

氏 名 本間 小百合 

 

実施担当者 所 属 ７階きた病棟 

      職 名 看護師 

      氏 名 土居 ひとみ 

山崎 佳織 

霜野 加依 

 

 

<研究期間> 

当院倫理審査委員会承認後～12 月までに問診票を改正 

 ・2021 年 12 月から改定版問診票の活用を開始 

 ・その後、改訂版問診票の評価を実施し集計する 

 

 

<診療・研究の目的> 

LTFU 外来で使用している問診票改定の取り組み経過を報告し、改定後の問診票の評価を通

して得られた今後の課題を明らかにする。 

 

<実施内容（方法）> 

・日本造血細胞移植学会ガイドラインや既存の慢性 GVHD 評価シート、国立がん研究センタ

ー中央病院のホームページで紹介されている「患者問診票」、GVHD 評価 Fact-BMT（日本語

版）、他施設で活用している問診票などを参考にし、当院の血液・腫瘍内科医師 3名の協力

を得て問診票を改定する。 

 

・改定した問診票を用いて LTFU 外来診療を行い、問診票の活用のしやすさなどを評価する。 

評価は、血液・腫瘍内科医師 3 名、LTFU 外来担当看護師 5 名、血液内科外来看護師 3 名、

LTFU 外来通院患者 14 名を対象に行う。評価視点は「①医療者・患者双方にとって異常の早

期発見・早期治療につながっているか」「②患者の満足度」「③LTFU 外来を担当する看護師



の業務改善につながっている」「④医師の診察業務負担の軽減や患者理解につながっている」

「⑤血液内科外来看護師の患者理解や業務効率化につながっている」の 5つとし、口頭で確  

認する。 

 

 

<危険性（副作用）等> 

なし 

 

 

<倫理上問題になると考えられる事項> 

なし 

 

 

<問い合わせ先> 

当研究に自分の試料・情報利用を停止する場合等のお問い合わせ 

〒070-8530 

旭川市曙 1条 1丁目 1番 1号 

旭川赤十字病院 

 7 階きた病棟    

TEL 0166-22-8111 

FAX 0166-24-4648 


